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第 5 章では，主として時効に伴う機械的性質の変化を測定し，これと第 2 章および第 3 章の測
定結果から，本合金の析出強化機構を検討している。その結果，整合球状粒子の析出，成長とと
もに強度は増大し，最高強度に達した後析出粒子の凝集反応の進行とともに低下するが，時効初期



















の抑制効果が著しいことをみいだし， 再結晶温度を 5000 C 近くも高めることを確認し， その原
因を明らかにしている。
以上のように，本論文は銅ー鉄固溶体合金の時効析出過程，硬化機構を解明し，さらに，微細
析出粒子による耐熱性の改善に対しでも重要な指針を与えたもので，冶金学上貢献するところが
大きい。
したがって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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